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　◆災害被災者救援事業◆
　　東日本大震災関連への募金　継続して多く

１１年度は、東日本大震災関連への募金が、前年度から継続
して多く寄せられた。東日本大震災救援金は、西部社会事業
団だけで１３２６件６８２０万円余りが寄せられ、前年度からの繰越
金と合わせ、計１億１４００万円を日本赤十字社に送金した。また
毎日新聞社と３事業団が取り組んだ毎日希望奨学金には１５８
件７６０万円余りが寄せられ、奨学金の募集元となった大阪社会
事業団に送金した。被災地に子どもの本を贈る運動「いっしょだ
よ」キャンペーンには１１件１５万８４８０円が寄せられ、大阪国際児
童文学館に送金した。このほか、台風１２号被災者救援金には、
３件４万１５９０円が寄せられ、和歌山県災害対策本部に送金し
た。

一方、海外で発生した災害では、前年度末に発生したニュ
ージーランド地震救援金に２件２万円余りが寄せられ、前年度
からの繰越金と合わせ26万円余りを東京社会事業団などに送

金した。また、特に社告等で
募金を呼びかけなかったも
のの、10月下旬に発生した
トルコ東部地震に２件１万
6180円▽同じ時期に発生し
たタイ洪水災害に３件７万
4170円の募金が寄せられ認
定ＮＰＯ法人「難民を助ける
会」とタイ王国大使館に、そ
れぞれ送金した。

　右のイラストと題字は漫画家
の西原理恵子さんが「毎日希
望奨学金」のために制作して
くれたものです

　　　◆小児がん征圧事業◆　　

　16次までの贈呈総額は２億4435万円に

平成８（１９９６）年から展開している毎日新聞と毎日新聞社会
事業団のキャンペーン「生きる――小児がんの子どもたちととも
に」と連動した募金。東京、大阪、西部の３事業団に集まった募
金は、小児がんや難病などと闘う子どもたちを支援する組織や医
療機関などに贈呈した。

西部管内では１２年３月３日、福岡市中央区天神の毎日新聞
福岡本部で第16次贈呈式を開催、岩松城・編集局長が４団体の
代表に計１３０万円の配分金を手渡した。

１１年度の配分は、東京・大阪と合わせ全国で２０団体、９６０万
円となり、これにより第１次から第１６次までの贈呈総額は２億４４３５
万円となった。

小児がん征圧募金の配分団体は以下の通り。
　【東京事業団関係】
がんの子供を守る会（含むスマートムンストン）▽難病のこども支
援全国ネットワーク▽白血病研究基金を育てる会▽日本さい帯
血バンクネットワーク▽東京臍帯血バンク▽ＮＰＯファミリーハウ
ス▽スマイルオブキッズ▽パンダハウスを育てる会▽メイク・ア・
ウイッシュ　オブ　ジャパン▽らぷちキッズキャンプ
　【大阪事業団関係】
近畿小児がん研究会▽京都大学医学部附属病院小児科ボラン
ティアグループ「にこにこトマト」▽ＮＰＯ日本クリニクラウン協会▽
ＮＰＯチャイルド・ケモ・ハウス▽京都ファミリーハウス▽ＮＰＯあ
いち骨髄バンクを支援する会
　【西部事業団関係】
「にこにこスマイルキャンプin九州」実行委員会▽久留米大学病
院親の会「木曜会」▽九大病院小児科ボランティア「ゆめりんご」
▽福岡ファミリーハウス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　２０団体９６０万円
　　　　　　　　　　　

　財団法人毎日新聞西部社会事業団（原敏郎理事長）
は内閣府の公益認定を受け、４月１日、名称を「公益財
団法人毎日新聞西部社会事業団」に変更し、新たにス
タートしました。
　同事業団は１９５２（昭和27）年８月、大阪社会事業団の
支部として発足し、国際障害者年の81（同56）年５月に
西部社会事業団として独立。これまで読者の皆様に支
えられ、社会福祉事業のほか、小児がん征圧事業、海
外難民救援事業、国内外の災害救援事業などに取り組
んでまいりました。
　公益財団法人は事業に公益性が求められる一方で、
特定公益増進法人に該当し、寄付された方が税制上の
優遇措置を受けることができます。今後とも一層のご支
援をお願い申し上げます。

公益財団法人に移行
４月１日から 新たな歴史スタート

　◆アイリンピック大会◆　　
　　　２５００人が参加し、にぎわう
　

　第45回山口県アイリンピック大会（県など主催、毎日新聞西部社会事

業団など後援）が12年５月12日、山口市の明治百年維新公園で開かれ、

約２５００人が参加しにぎわった。

　県内54の児童福祉施設や知的障害者支援施設などの入所児・者や職

員らが、レクリエーションや競技を通

じて交流。福祉や保育を学ぶ学生

ら１７０人も大会運営を手伝った。

　陸上競技場では、ダンスや大玉

転がしなど多彩な種目が行われ、

施設対抗の「でかパンむかでリレー」

競走＝写真＝ではスタンドの観衆

から「頑張れ」「もう少し」と熱い声援

が送られていた。
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